
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般財団法人パルシステム若者応援基金  

2025 年度活動ダイジェスト 

「学びたい」を支える力。12,302 人のサポーターとともに。 

 
2025 年度募金総額 58,896,849 円 

いつでも募金  13,216,249 円 

奨学生応援サポーター 12,302 名 

多様な社会体験プログラム 
パルシステムの奨学金制度にとって、この社会体験プ

ログラムは特徴的な価値ある取り組みとなっています。

2025 年度は 11 の企画にのべ 79 名の学生が参加し、満

足度の高い体験となりました。 

会員生協にも受け入れに多くのご協力をいただき、5

つの企画に学生が参加しました。商品展示会での手伝い

や産直産地での農業体験など、一つ一つの体験が学生の

体験格差の解消や他の学生との交流に役立っています。

野菜くらぶでの農業体験には、法人サポーターの株式会

社パルライン様に現地までの送迎や当日サポートのご協

力をいただきました。 

3 月に奨学生 27 名が卒業 
就職、進学などそれぞれが選んだ道へ羽ばたいていきました。3 月 24 日には伴走支援団体報告会を開催し、

困難を乗り越え卒業した学生の伴走支援の様子を団体から報告していただきました。 

卒業生へは、「パルのはこ」のしくみでパルシステムの商品を贈りました。団体を通して喜びの声をいただい

ています。 

 

 

伴走支援のおかげで、学業や活動に全力で向き

合い充実した 4 年間を過ごせました。社会人と

して、今度は自分が後輩を助け、この制度を支

える側になりたいです。募金をしてくださった

組合員の方、支援をしてくださった方々、本当

にありがとうございました。(2022 年度奨学生) 

給付学生 

2025 年 3 月 

83 名（卒業生含） 

野菜くらぶ農業体験の様子 

実習中は感染予防でアルバイトができず不安

でしたが、奨学金のおかげで学業に専念でき

ました。卒業後は多くの方に支えられた経験

を糧に、一人ひとりの患者さんに寄り添い信

頼される看護師を目指します。（2022 年度奨

学生） 

＊卒業生からのメッセージ（抜粋）＊ 

 

 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の 

学生に寄り添った 

支援について 
これまで多くの困難を抱えてき

た若者は、ちょっとしたきっかけ

でつまづいて、先に進めなくなっ

てしまいがちです。困難に寄り添

うことでそれを乗り越えていける

よう、生協の資源を活用した支援

のあり方を検討しています。財団

としても学習を行いながら、2026

年度への継続協議としています。 

皆様からの温かいご寄付により、今年度は 85 名の学生の学びを支え続けることができています 。しかし、休

学や留年など、今も困難な状況にある学生は少なくありません 。一人でも多くの若者が希望を持って歩みを進

められるよう、引き続き皆様の共感とご協力をお願い申し上げます。 

2025 年度グッドデザイン賞 受賞 
経済的困難にある若者が抱える孤独や不安に対し、単なる金銭給付に留まらない伴走

型の関わりや、様々な体験の提供などの仕組みが「利用者が抱える課題を深く掘り下げ

て生まれた解決策」と高く評価されました。今回の受賞を励みに、今後も若者に寄り添

い、社会との繋がりを支える活動をさらに推進していきます。

 

学生の感想：新宿ごはんプラス 

自分もかつて食料支援で助けられた経験があり、配膳中に『あ

りがとう』と言われ温かい気持ちになりました。今度は自分が

誰かの役に立ち、この活動を広める力になりたいと強く思いま

した。 

学生の感想：310 食堂 

捨てられるはずの食材が、地域のみ

んなの温かいお弁当に変わる仕組み

に驚きました。ボランティアの人た

ちが楽しそうに協力する姿や、お弁

当を喜ぶ子どもたちの笑顔を見て、

地域で支え合うことの大切さを肌で

感じました。 

新たな動画が完成 
財団の事業や対象とする学生、協力する伴走支

援団体について知っていただけるよう、財団の動

画を作成しました。伴走支援団体、奨学生にも出

演していただき思いを伝えていただきました。 

動画を見て、関わるたくさんの

人たちの思いを感じ、身近な方へさ

らに伝えていただきたいと思って

います。 

法人サポーターの株式会社パル

システム・リレーションズ様に作成

していただきました。 ↑動画：【本編】 

若者たちの未来をつくる  

パルシステム給付型奨学金 

ビーチクリーン（静岡）の様子 

310 食堂（茨城）の様子 

 



【各種データ】 

〈2025 年度 社会体験プログラム〉のべ 79 名参加(２回参加６名含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈理事長〉 

渋澤 温之（パルシステム生活協同組合連合会 理事長） 

〈副理事長〉 

池端 美雪（パルシステム生活協同組合連合会 常任理事） 

〈専務理事〉 

中根 裕（パルシステム生活協同組合連合会 執行役員） 

〈理事〉 

針替 さおりパルシステム東京 理事） 

河瀬 亜希（パルシステム神奈川 常任理事） 

津田 しのぶ（パルシステム千葉 運営担当理事） 

久保田 眞理子（パルシステム埼玉 理事） 

細谷 時葉（パルシステム茨城 栃木 常任理事） 

小谷 眞弓（パルシステム山梨 長野 副理事長） 

長井 文子（パルシステム群馬 理事） 

柴田 寿鶴子（パルシステム福島 理事） 

橋ヶ谷 緑（パルシステム静岡 理事） 

高杉 知子（パルシステム新潟ときめき 理事） 

〈監事〉 

大澤 忠（パルシステム連合会 内部監査室長） 

亀山 裕二（パルシステム共済連 常勤監事） 

日程 プログラム名 主催者
参加人数　のべ７９名(２回
参加６名含む）

1 8月～ オンライン環境学習会（動画視聴） パルシステム連合会 24名

2 8月以降 アスポート学習指導（埼玉） 伴走支援団体提供 ９名　支援者１名

3
①８月30日（土）②9月6日（土）
③1月31日（土）④2月28日（土）
⑤3月28日（土）

新宿ごはんプラス パルシステム連合会
①４名　②4名　支援者２名
③２名　④1名　⑤2名
計13名　支援者２名

4 9月13日（土） 野菜くらぶ　農業体験(群馬） パルシステム連合会 ２名　支援者１名

5 11月１６日（日） パルシステム新潟ときめき　商品展示会
パルシステム新潟ときめ
き

３名

6 11月23日（日） パルシステム静岡　商品展示会 パルシステム静岡 １名

7
①11月15日（土）
②１２月２０日（土）

310食堂（茨城） パルシステム茨城 栃木 ①3名　　②2名　　計５名

8 2月4日（水）～6日（金） 無茶々園　農業体験（愛媛） パルシステム連合会 ３名

9 2月16日（月）
にじいろぱるデイサービスボランティア
（千葉）

パルシステム千葉 ２名

10
①２月１９日(木)
②３月１９日(木)

オンライン家計管理講座 伴走支援団体提供 ①2名　②4名　　　計6名

11 3月1日（日） ビーチクリーン（静岡） パルシステム静岡 11名　支援者１名

〈組織概要〉 2026 年 6 月 15 日現在 〈伴走支援団体〉 2026 年 3 月末現在 

連携生協 団体名

一般社団法人 若草プロジェクト

一般社団法人 Colabo

一般社団法人 Masterpiece

公益財団法人 神奈川ゆめ社会福祉財団

特定非営利活動法人 ブリッジフォースマイル

特定非営利活動法人 ちばこどもおうえんだん

認定特定非営利活動法人 Matsudo子どもの未来へwith us

埼玉 一般社団法人 彩の国子ども・若者支援ネットワーク

認定特定非営利活動法人 NGO未来の子どもネットワーク

認定特定非営利活動法人 居場所サポートクラブ ロベ

山梨・長野 特定非営利活動法人 こどもサポートやまなし

一般社団法人 ヤング・アシスト

ぐんまの子ども・若者支援ネットワーク

特定非営利活動法人 しんぐるぺあれんとF・福島

特定非営利活動法人 いわきFP・ｅ－らいふ

特定非営利活動法人 POPOLO

シングルペアレント101

一般社団法人 学生助けたいんじゃー

新潟ときめき 一般社団法人 イノベーションみらい

連合会 一般社団法人 くらしサポート・ウィズ ※協同事務局

東京

群馬

福島

神奈川

静岡

千葉

茨城・栃木


